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【敬愛大学における事業取組概要】

１．はじめに (2分)

２．FDへの取り組み (３分)

３．moodleを活用した開発教育 (１０分)
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【コンソーシアム事業における敬愛大学の位置づけ】

・国際化教育

⇒ユニバーサル・コミュニケーション教育へ貢献

【敬愛大学がmoodle活用によってe-learning教育を

進める２科目】

１．一年基礎演習：
①導入、②キャンパススキル、③アカデミックスキル、④コミュニケー

ション力（日本語表現）、⑤その他、⑥二年次への橋渡し

２．海外スクーリング：

①実地研修、②国際協力、③異文化理解
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【学内推進組織】
・コンソーシアム支援委員会

（8人の教員と*職員3人）

*メディアセンター職員含む

【FD活動】
・合同FD会
・FD講演会
・moodle講習会

⇒組織的なFD活動の展開
⇒ＩＣＴを活用したユニバーサル・
コミュニケーション教育の開発と推進
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コンソーシアム支援委員会 合同FD会

FD講演会 moodle講習会



連携事業を実施するための学内推進委員会

コンソーシアム事業に関わる予算、事業計画と実践に関わる
全ての項目について議論が行われる場

毎月１回開催を目標に、2011年1月までに計１２回開催

コンソーシアム事業の普及のために教員間のコミュニケー
ション、教育改善のＦＤを推進する重要な会議として機能。

2011/1/21 運営協議会 6



国際学部、経済学部の両学部の教員と職員が

一同に集まり、コンソーシアム事業の報告をする場

授業実践に関する課題を共有し、話し合う場

【2010年度題目】

第３回：「一年基礎演習委託教材のお披露目会と説明会」

第４回：「アメリカの大学におけるe-learning授業報告」
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授業でmoodleを活用できるよう教員を対象

とする研修

支援委員会で３タイプの研修を開発
１．「昼休み研修」：12:15-12:50までの短時間研修（毎週火・木開催）

２．「集中研修」：60分間の集中研修（夏季休業前に２回開催）

３．「個人研修」：希望される日時に特任教員と個別に研修

支援委員会でmoodle研修のシラバスを独自に開発：
【基礎編】：１．登録、２.シラバスの掲載、3.授業資料の掲載

【応用編】：4. 小テスト作成、5. レポート課題の作成と回収

⇒ ３年の積み重ねの結果：個人研修の要望が高い
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FD活動からの実績

敬愛大学の全教職員を対象に会報を発行し、コンソーシアム事業取組の
情報共有を行っている。

会報は現在第7号まで発行。2011年3月末に第8号を発行予定。

敬愛大学コンソーシアム委員会会報

moodleへ登録済の専任教員の割合は、６割を超える。

非常勤講師の先生方においても、授業でmoodleを活用中。

１年生は全学生moodleに登録済。

⇒ 4年後には全学生がmoodleユーザー
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只今から敬愛大学のmoodle教材の一例をご覧ください。

コンソーシアム支援委員会で開発中のmoodle教材

①一年基礎演習

②海外スクーリング

③プレカレッジ教材









【成功の法則】
１．授業の基本は対面授業、moodleは副教材として活用

２. 教員個々のmoodle教材に加え、 学部共通のmoodle教材
を作成

３．無線LANの配備によって、ノートパソコンを普通教室に持ち
込み、IT活用授業を積極的に行えるようになった

「敬愛アクティブ・ラーニング」の始動
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現在の課題

『教員側からの声』

◎ moodleを使うと学生のモチベーションが上がる。

◎ 事前に授業用教材の作り込みができるので授業運営の効率化が図れた。

△ moodleのコンテンツを充実させていきたいが、多忙でなかなか実践できない。

△ moodleの使い方に躓くことがある

（特に小テスト問題の作問、テスト結果のダウンロード時）。

『メディアセンターからの声』

△ moodleの作業にあたる人員が不足している。

△ 先生方の要望に応えられるか不安（人材不足、技術的な難しさ）。

『学生からの声』

◎ 自宅から授業資料のダウンロードができるので嬉しい（予習復習・就活欠席時）。

◎ moodleを自律的に使い学習を進めていきたい。

△ moodleの操作がうまくいかない時がある（サポート体制の必要性）。



【メモ欄】

ご自由にお使い下さい。


